
優美堂 顔の Y シャツ
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良心的なお店あさひ 淡路町五叉路

04 05

神田駅北口裏狭小地

07

野々村商店跡 西口商店街ツタの家 万世橋の自販機 五軒並び 小川町トタン壁

小さなポール 路地裏の謎の蛇口 崩れた三角コーン コの字 五軒町の巨石

崩れた土台 苔の水受け石 盆栽と富士石 跡のついた石 積まれた石

のの台座 岩本町の石 謙虚な標識 剥がれた標識 丸の標識

除けられた標識 曲がった標識 頭のない標識 羽のある標識 寄り添う標識
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※展示会場レインボービル

（観覧には有料チケットが必要です。）

「東京Ｚ学」

私たちは、 「Z」 であることを、

「純粋」 × 「切実」 × 「逸脱」 の三つの視座

を持ち、 その度合いにより評価を試みています。

平凡な状態から観た事や

体験したことのない新鮮で

逸脱した表現性

経済的な欲望や業の深さが

そげ落ち純粋性が高まっている存在

目的や機能など合理的な

理由を超えた切実な精神を

感じる行為性。

街の全 Z ポイントに

ついてはこちらから

Z 学研究レポートに

ついてはこちらから

東京 Z 学研究所 お問い合わせ先 ： tokyozgaku@gmail.com

東京ビエンナーレに

ついてはこちらから
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レインボービル★

Ｚとは、 「絶望」 のＺです。

Ｚの次はＡであることから、Ｚは絶えず次なるＡを求めてい

る状態といえます。

Ａとは、 この存在の 「明るさ」 であり感情的には 「愛」

のＡです。 価値の生成過程において誰しもがその価値の

存在をあきらめてしまうほどの絶望の縁から、 凝縮した愛

（または存在の明るさ） のエネルギーが生まれている状

態をＺとして捉えています。 この 「Ｚ＝絶望 （愛、明るさ）」

に達している存在を知覚 ・ 研究する事を 「Ｚ学」 と命名

します。 路上観察学や考現学の先にあるこの 「Ｚ学」 は、

社会学や民族学、 都市学、 芸術学等、 多くの学術的

領域につながり新しい論点と視座を持つ研究として展開し

ていきます。 「Ｚ］ としての多様な存在は、 「芸術」 を創

造していく事と同じベクトル上にあります。 一度、 このＺの

視点を獲得してから街を歩くと 「芸術」 という狭い概念を

超え一途で多様な私たち文化の生々しい姿が露呈され

てきます。 極限的な 「寛容性と批評性」 を獲得してい

る 「Ｚ」 は、 東京のもう一つの価値存在に警笛をならす

思想といって良いかもしれません。


